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経営学部　准教授　東　健 太 郎

　在学中に、叶えたい夢はありますか。
　立命館大学の奨学金に応募してみるとよいかもしれません。

　立命館大学には、成長支援型と呼ばれる奨学金が用意されています。大学で学ぶことを活かしつつ、
夢を実現させようとする学生を支援する奨学金です。奨学金に応募することで、あなたの夢が実現に、
一歩近づくかもしれません。
　夢を実現させるには、具体化が必要です。夢の内容を言葉にし、実現までの道のりを考えておく必要
があるでしょう。あなたの夢について、応募書類に書き込み、審査を通過すれば、面接官に向かって直
に語りかけることになります。そのプロセスを経ることで、あなたの夢が、言葉となり、実現までの道
のりが具体化されていくでしょう。
　立命館大学には、あなたのように、大学で学ぶだけでなく、その学びを活かして課外での夢を叶えた
いと考えている学生が多くいます。奨学金への応募を通じて、叶えたい夢をもった仲間と出会える機会
を得ることができるのも、奨学金にチャレンジすることの魅力です。奨学金の報告会では、夢を実現し
た学生たちの体験談に触れることができます。高い志をもった仲間に刺激を受け、あなたの夢は、さら
に大きく進化するかもしれません。
　これまで立命館大学が奨学金給付で支援してきたプロジェクトには、各学部での学びが色濃く反映さ
れているものが多くあります。理系学部であれば、ものづくりやプログラミングに関する知識を活かし
たプロジェクトなど、文系学部であれば、コミュニティ形成やフィールドワークを通じて、地域・国際
社会に対して貢献をしていく類のプロジェクトなどがあります。また、多様な学部に所属する学生たち
の混成チームによるプロジェクトも、大きなポテンシャルを秘めていると言えるでしょう。支援を受け
てきたプロジェクトは、いずれも、個人的な目標を超え、社会への貢献を視野にいれていることが特徴
です。
　ぜひ、この機会に、あなたが学生時代に叶えてみたい夢について考え、それが社会に対してどのよう
な効果を与えうるか、想像してみてください。学生時代だからこそチャレンジできる素敵な夢がきっと
あることと思います。
　個人で叶えたい夢であれば「＋Ｒ校友会未来人財育成奨学金（仮称）」、仲間とともに叶えたい夢であ
れば「学びのコミュニティ集団形成助成金」があります。詳細については、採用学生による活動報告会
へ参加し、先輩学生から話を聞くことや、所属キャンパスの学生オフィス職員に相談すると良いでしょ
う。
　あなたの夢が立命館大学での学生生活で大きく広がることを楽しみにしています。

立命館大学　成長支援型奨学金・助成金 WEB サイト：http://www.ritsumei.ac.jp/scholarship/
問い合わせ先：学生オフィス
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学生の活動紹介
＋Ｒ校友会未来人財育成奨学金（仮称）
情報理工学部４回生　鶴田拓也さん（2016年度卒業）
　情報学について学び、理論を実践したいという想いから挑んだ
アプリ制作コンクールでの受賞をきっかけに、より実践活動を行
うため奨学金に申請しました。様々なハッカソンイベントに参加
し、企業家、エンジニア、デザイナーなど多様な人との出会いか
ら刺激・アイデアを得ました。ライブ遠征の待ち時間で遊べるア
プリなど、開発したアプリの公開を目標に活動を続けています。

学びのコミュニティ集団形成助成金

成長支援型奨学金・助成金成果報告会
　2016年10月、2015年度＋Ｒ個人奨励奨学金・
学びのコミュニティ集団形成助成金の採用学生によ
る活動成果発表・交流会が開催されました。
　当日は代表学生による活動報告や、全採用学生に
よるポスターセッション形式の報告・交流、社会で
活躍する企業家による講評も行われました。
　活動報告会に参加することで、先輩の活動経験を
学び、仲間をつくることができるなど、自身の興
味・関心を深める機会となります。

watnow
　マーケティングやデザイン・広告に興味を持つ
文系、ものづくりの技術を持つ理系学生・院生が
集い、びわこ・くさつキャンパスでのバスの時刻
表示・乗り換え検索のアプリ開発や、京都市バス
との連携を行い、事業化を目指しています。正課
の学びから発展した文理融合の取り組みです。

ご当地ソフトクリームプロジェクト 
　2015年度に開学した大阪いばらきキャンパス
で、企業・学生・大学と共に茨木市の特産品を使
用したご当地ソフトクリームを開発・販売するプ
ロジェクトを開始しました。これまでに、バニラ
ホップソフト、赤紫蘇ソフト、あんこソフトなど
の商品を学生主体で開発し、地元の方や大学、校
友会にも販売機会を広げ、活動しています。
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